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スタッフ紹介 
山寺みさき 

 4月より訪問診療、往診を行う事になりましたヤマデラミサキです。神経内科が専門

です。よろしくお願い致します。 
 
三谷かすみ 
3月より菜の花ケアプランセンターで働いていますケアマネジャーのミタニカスミ

です。ケアマネジャーの仕事に携わるには初めてなので、右も左もわからず皆様にご

迷惑をおかけしております。日々精進してまいりますのでご指導よろしくお願い致し

ます。 
 

佐光 薫 

2月より診療所受付事務をしております、サコウカオルです。受付事務は生まれて初

めてなので早く覚えてテキパキと仕事ができるよう頑張りたいと思います。皆様よろ

しくお願い致します。 
 
 
編集後記 お花見も終り、緑が眼に鮮やかなとっても爽やかな季節になってまいりました。 
しかし、この時期は毎年ではありませんが「保険制度」の改定の月でもあり、憂鬱な月でもあります。

医療保険、介護保険とも今回は大きく変わりました。医療費抑制の中、医療、福祉とも在宅（居宅）

へと医療保険、介護保険とも連動して向かっているのが今回の改定でわかります。 
さて、今年のゴールデンウイークは如何でしたでしょうか？ 9連休という企業も多々あったよう
ですが。。。。。。。 
 
お詫び 4月の発行予定が 1ヵ月延びてしまいました。お詫び致します。 

 

最近の話題から 
「治療の中止」「治療の差し控え」について 
 
安楽死事件？ 
 富山県射水市の市民病院で、外科部長である医師がこれまで

に 7人の入院患者の人工呼吸器を外し、死に至らしめたという
事件が、3月に明るみになりました。発覚当初は、外科部長は患
者や家族の同意書なく自身の独断で呼吸器を外したと報道され、

1990年の東海大学病院や 1996年の川崎協同病院の事件と同様、またもや「安楽死」の
名を借りた医師による殺人事件かと思われていました。しかし、その後明らかになって

いった事実をなぞってみると、これまでの安楽死事件とは質が異なる事件らしいという

ことがわかってきました。事件を起こした外科部長は、患者さんからの評判が良く信頼

されていた常識的な医師だろうということ。そして、呼吸器を外された患者さんの家族

は、みな「犯人」である外科部長を擁護しているらしい、ということ。この事件は、医

療と生命の間にある闇の部分の存在を、私たちに気づかせたように思います。 
 
チューブと人工呼吸 

 わたしは 3年前まではずっと急性期病院で働いていて、多くの患者さんの口や鼻から
人工呼吸のためのチューブを挿入しました。チューブが入った状態の患者さんは、昏睡

状態でない限り、例外なく何らかの不快や苦痛を体全体で表現していました。もちろん、

病気が治るまでの間の一時的な処置であることが多いのですが、なかには回復の見込み

が薄い患者さんに行われることもありました。1 週間以上人工呼吸のためのチューブを
入れておくことはできないので、多くの場合気管切開という処置を行い苦痛は軽減する

のですが、死ぬまで人工呼吸器につながれたままの状態となります。そのような状態の

患者さんを目の当たりにし、やりきれない思いを抱くご家族は少なくありませんでした。 
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